
H29やまがた緑環境税活用事業取組実績

目　的

事業概要

（①再造林の嵩上げ補助　100ha）
（②苗木代補助　　　　 　10ha)

○ 平成２９年度実績

成果と課題

①　成果

②　課題・対応

・再造林面積　 ： ①嵩上げ支援　４８ｈａ　②苗木代補助　０ha
・実施事業体数 ： １１事業体（村山１　最上５　置賜１　庄内４） 

３

農林水産部 林業振興課

① 再造林の１ha当たり標準経費の32％相当額(税12%、一財20%）
（併せて国庫補助事業補助を活用した場合、実質補助率は100%）
② 苗木代について100%

・補 助 率 ：

①の再造林の嵩上げ補助の実績は、再造林標準経費の補助率100%の支援により
H28の1.7倍となった。

苗木代補助については、支援制度の周知の遅れや不足、補助申請手続きを嫌っ
た事などが考えられることから、苗木販売者(森林組合など)から記入例などを
含めたわかりやすいチラシの配布を行うなどＰＲを強化し活用を推進する。

・事 業 費 ： １９，０６５千円（当初）

・事 業 量 ： １１０ｈａ（計画）

１

国庫補助事業に連携して、再造林の経費に対して支援する。

２

・事業内容 ： 森林組合等が行う植栽に対し、経費の一部を支援する。
・事業主体 ： 森林組合等

事業費 4,044 千円 担当部局課

項　目 環境保全を重視した施策の展開 ＮＯ 1-2

事業名 森林資源再生事業

伐採跡地への再造林の状況



H29やまがた緑環境税活用事業取組実績

目　的

事業概要

① ラミナ等利用促進事業

② バイオマス燃料利用促進事業

　
・ 平成２９年度実績

ラミナ等利用促進事業 m3 (計画： m3）
バイオマス燃料利用促進事業 m3 (計画： m3）

 合計 m3 (計画： m3）

成果と課題

【 成果 】

【 課題・対応 】

１

項　目 環境保全を重視した施策の展開 ＮＯ 1-3

事業名 森林資源循環利用促進事業

事業費 30,332 千円 担当部局課 農林水産部　林業振興課

３

　ラミナ等利用促進事業では、県内のラミナ材加工工場や県外の合板工場等
への搬出に対して支援を行い平成28年度に比較し、５％(934m3)の増となっ
た。
　バイオマス燃料利用促進事業では、燃料用のペレットやチップ加工工場、
バイオマス発電施設への搬出に対して支援を行い平成28年度と比較し391m3の
増となった。

　間伐で発生する低質材を、ラミナ・合板等用材やペレット等の木質バイオマス燃
料用材として利用するための搬出への支援。

２

　間伐により発生した木材のうち低質材について、ラミナ（集成材）や合板、製
紙・ボード用チップ等の用材として工場に出荷した場合に一定額を助成する。
　（ラミナ等用材：400円/m3）

　間伐等により発生した木材のうち低質材について、木質バイオマス燃料のチップ
やペレットの原料として工場に出荷した場合に一定額を助成する。
　(間伐材の熱利用：2,000円/m3、間伐材の発電用：500円/m3、
　 森林経営計画認定森林の林地残材（熱利用・発電用）：500円/m3）

22,915 34,000
20,796 26,000
43,711 60,000

　バイオマス発電施設の増加や大型集成材工場の本格稼働など出荷先は増加
してきているが、H29は例年より早い積雪により山土場からの搬出が困難にな
るなど、当該事業の補助の対象となる利用材が計上できなっかった事例が
あった。
　そのため、搬出利用の採算が合わず有効活用されていない間伐材や林地残
材について、有効活用されるよう適正な時期に実施するよう指導を行い本事
業の活用を推進する。



「森林資源循環利用促進事業」 
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やまがた緑環境税を活用した取組み 
【平成 29 年度森林資源循環利用促進事業の取組み事例】 

林内からの 

集材・集積 

トラック運搬 

工場搬入 

伐木造材 

（本事業対象外） 

間伐に伴い発生する低質材を、合板用材等やペレット等のバイオマス燃料として利用

するための搬出等に対し支援を行う。 

合板工場 

ラミナ材 
(集成材) 
加工工場 

バイオマス燃料 
加工工場 

バイオマス発電施設 

用途別に加工工場に運搬 



H29やまがた緑環境税活用事業取組実績

事業費 762 千円 担当部局課 農林水産部　林業振興課

項　目 環境保全を重視した森林資源の循環利用の推進 ＮＯ 1-4

事業名 広葉樹林健全化促進事業

森林資源の有効活用

伐採作業と集材・搬出の状況

１ 目的

① ナラ枯れ被害の拡大防止

② 広葉樹林の更新（若返り）

③ 森林資源の有効活用

２ 事業概要

ナラ林を主体とする広葉樹林の小規模皆伐（おおむね５ha以下）を実施する森林

所有者、森林組合、素材生産業者等に対し、伐採搬出経費の一部を助成する。

３ 平成２９年度実績

広葉樹の伐採搬出支援 ７６２m3 （計画：５，０００m3）

４ 成果と課題

① 成果

ナラ枯れ被害の原因となる害虫の駆除と森林の若返りを促進し、併せて伐採木の利

用による森林資源の有効活用を推進し、県内のナラ枯れ被害の減少につながった。

② 課題・対応

ナラ枯れ被害は減少しているものの、地域によっては増加しているところがあり、作業

道の開設条件の見直しなどを行いながら、引き続きナラ枯れ被害の拡大を防ぐ取組を

推進する。


